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強
直
性
脊
椎
炎
は
、脊
椎
関
節
炎
の

代
表
的
疾
患
で
、脊
椎
や
関
節
の
痛
み
と

運
動
制
限
を
生
じ
、そ
の
合
併
症
、続
発

症
に
よ
り
、Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）を
大
き

く
損
な
う
疾
患
で
す
。多
く
が
３０
歳
ま
で

に
発
症
し
、病
勢
の
ピ
ー
ク
を
青
壮
年
期

（
３０
歳
～
５０
歳
代
）に
迎
え
ま
す
。脊
椎

や
四
肢
の
関
節
の
痛
み
と
運
動
制
限
を

特
徴
と
し
、慢
性
的
に
進
行
す
る
リ
ウ
マ

チ
性
疾
患
で
す
。炎
症
は
仙
腸
関
節
や
脊

椎
、さ
ら
に
は
末ま

っ

梢し
ょ
う

関
節
や
腱
・
靭
帯
付

着
部
に
始
ま
り
、重
症
例
の
進
行
期
に
は

脊
椎
や
関
節
が
動
か
な
く
な
り
ま
す
。ま

た
、経
過
中
に
急
性
前
部
ぶ
ど
う
膜
炎
な

ど
、目
の
併
発
症
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

日
本
の
強
直
性
脊
椎
炎
の
有
病
率
は
、

０
・０
２
～
０
・０
３
％
と
推
定
さ
れ
、欧

米
の
白
人
の
１
／
２０
以
下
で
す
。３
～
４

対
１
で
男
性
に
多
く
、ほ
と
ん
ど
が
４０
歳

以
前
に
発
症
し
ま
す
。背
骨
を
中
心
と
す

る
身
体
の
こ
わ
ば
り
や
体
重
減
少
、疲
労

感
、発
熱
、貧
血
な
ど
が
全
身
の
症
状
で

す
。病
気
に
か
か
っ
て
い
る
期
間
が
長
く

な
れ
ば
、骨
粗
し
ょ
う
症
は
ほ
ぼ
必
発
で
、

脊
椎
骨
折
の
発
生
率
が
高
く
な
り
、骨
粗

し
ょ
う
症
の
治
療
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー（
危
険
因
子
）は「
Ｈ

Ｌ
Ａ
︱
Ｂ
２７
陽
性
」、「
男
性
」、「
喫
煙
」、

「
炎
症
の
存
在
」で
す
。

　

診
断
基
準
に
お
け
る
臨
床
症
状
は
、

「
腰
背
部
の
痛
み
・こ
わ
ば
り
が
３
カ
月

以
上
続
き
、運
動
に
よ
り
改
善
し
安
静
に

よ
り
改
善
し
な
い
」、「
腰
椎
の
可
動
域

制
限
が
あ
る
」、「
胸
郭
の
拡
張
制
限
が
あ

る
」、「
朝
の
こ
わ
ば
り
の
持
続
時
間
が
３０

分
以
上
あ
る
」、「
明
け
方
の
み
に
背
部
痛

の
た
め
に
目
覚
め
る
」、「
左
右
に
移
動
す

る
臀で

ん

部ぶ

痛
が
あ
る
」な
ど
で
す
。確
定
診

断
の
た
め
に
は
、仙
腸
関
節
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
が
必
要
で
す
。

　

非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
抗
炎
症
剤（
消
炎
鎮

痛
剤
）が
治
療
の
第
一
選
択
で
す
が
、社
会

生
活
に
著
し
い
障
害
が
あ
る
場
合
は
、Ｔ

Ｎ
Ｆ
阻
害
薬
の
適
応
と
な
り
ま
す
。種
々

の
物
理
療
法
や
運
動
療
法
は
、痛
み
の
軽

減
や
機
能
改
善
・
維
持
に
有
用
で
す
。強

直
性
脊
椎
炎
は
医
療
費
助
成
制
度
の
対

象
と
な
る
指
定
難
病
で
す
。４０
歳
以
下
で

症
状
が
気
に
な
る
方
は
専
門
医
の
受
診
が

必
要
で
す
。
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強直性脊椎炎を知っていますか。

建造物の解体工事は、お任せください。
地域、環境を考え高い技術力で
安心な解体作業を行います。
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